
　　　　　　　　　　　　　2011 年 3月　日本共産党福岡市議団
　　　　　　　　　　　　　＜議会報告＞　　www.jcp-fukuoka.jp
福岡市中央区天神 1-8-1 市議会 11 階　電話 092-711-4734　FAX741-4627
メール info@jcp-fukuoka.jp　　ご意見、ご感想をお寄せください。

こども病院人工島移転問題

世論の力で
ついに

「再検証」へ

子どもの命を守るワンパッケージ提言
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市民と共同して市政を動かす

日本共産党福岡市議団
福岡市議会ニュース

　福岡市の高島市長が設置した「こ
ども病院移転計画調査委員会」に
よる再検証に市民の注目が集まっ
ています。私たちがはじめから指
摘してきた人工島移転の問題点、
前市長時代のでたらめな決定過程
がいよいよ明らかにされます。
　子どもの命を最優先に、こども病
院の現地建て替えの実現へ力をあ
わせましょう。

　こども病院は現地で、できるだ
け早く建て替える。建て替える病
院は高度・先進医療技術に対応
できるよう広さを確保。利便性向
上のため、駐車場を拡張し、居
住支援も行う。

　市直営に戻し、公立病院として
人も経営も市が責任をもつ。

　九大病院など拠点医療機関や、
地域の小児科・産科の開業医と
の連携を強化し、医療ネットワー
クを確立する。

こども病院を中心に
市内どこでも安心できる
小児医療体制を
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　市内の総合病院で小児科・産
科の休廃止が相次いでおり、必
要な人件費などを確保するため
の診療報酬のいっそうの引き上
げ、医学部定員増など医師の抜
本的増員を国に要望する。市独
自にも、すでに閉鎖された病院
で小児科・産科が復活できるよ
う緊急支援を行う。市民病院の
小児科・産科を復活させる。



現地建替えを早く

「ゼネコンに聞いて1.5倍」は根拠なし

こども病院人工島移転
計画は白紙に戻して

　調査委員会の一部
委員に市が配った「マ
ル秘」文書。市がシナ
リオを書いて誘導す
ることは許されず、透
明で客観的な議論が
期待されます。

　専門委員や患者家族、市民などからなる
「調査委員会」は、前市長時代にこども病院人
工島移転を決定した過程を調査し、現地建替
え試算をゼネコンに聞いて1．5倍にした経緯
について「資料もなく根拠がない」と断定、市
に対し「猛省」を促しました。
　市は2007年当時、「現地建替え128億円」と
の試算を発表し、人工島が「適地」と決定。し
かし、市から委託されたコンサルタント会社
の試算は「85億円」で、市がゼネコンにヒアリ
ングして勝手に1.5倍にしていたことが発覚し
ました。

　市の説明とゼネコンの証言は完全に食い
違っています（詳細は右欄）。これを解明せず
に済ませることはできません。

　日本共産党は市議会で、ヒアリングに実際
に行った当時担当課長（現部長）の答弁を要
求しましたが、高島市長が拒否。「ならば議会
として解明するために、当人とゼネコン関係
者を参考人招致しよう」と提起しましたが、自
民、公明、民主、みらいが反対し、実現しませ
んでした。行政をチェックする役割を果たそ
うとしない政党・議員の態度は許せません。

コンサル試算現地建替え
の試算 85億円85億円

128億円128億円
市の報告書

ゼネコンから
ヒアリングして
ゼネコンから
ヒアリングして

1.5倍!?1.5倍!?

福岡市が住民訴訟で
裁判所に出した書面

市部長（2007年当時
検証チーム担当課長）

ゼネコン

「各企業担当
者の意見はほ
ぼ共通して…
1.5倍程度」

「少なくとも
1社は1.5倍と
言っていた」
（報道）

「1.5倍など具
体的な話はし
ていない」（報
道）

この食い違いをどう説明するのか共産党が提起した参考人聴取を
自民、公明、民主、みらいが拒否



土地が売れず破たんした人工島
救済が真の狙い

これでは子どもの命は守れない
議会で明らかにした

問題点

●人工島事業で破たん状態の第
３セクター「博多港開発」

を税金で救済

●現在の小児医療の配置バラン
ス、地

域の小児科などとの連携が壊
される  ●一分一秒をあら

そう救急搬送に時間がかかり危
険性が増す  ●交通アクセ

スが不便で通院に不向き  ●陸
地から３本の橋だけで大

規模地震の際の不安  ●港湾施
設と隣接し騒音や安全面

に不安  ●管制による制約のた
め救急用ヘリポートの場所

として不適格

新市長就任２日後に
徹底調査を申し入れ
新市長就任２日後に
徹底調査を申し入れ

こども病院の人
工島移転ストッ

プ
こども病院の人

工島移転ストッ
プ

共産党市議団が入手したコンサルタント会社の報告書

福岡市が「検証したけど人工島移転が最適」と報告書

市民とともに反対運動、
議会論戦に全力

「福岡地区小児科医会」（会員150人）は人
工島移転反対の決議をあげ、産婦人科・小
児科の開業医有志68人も緊急提言を出す
など、こども病院と連携する医師らから反
対の声があがりました。

　前市長の公約違反は

許せないと、市民とと

もに署名や学習会など

さまざまな運動にとり

くみ始めました。議会

では「子どもの命を守

れ」「人工島の破たん

救済にこども病院を利

用するな」と主張して

がんばりました。

　患者家族のみなさんや医療関係者、多くの市

民が怒りを込めて反対署名を集められました。日

本共産党は署名あつめに参加し、市議会では請

願の紹介議員になりました。

　人工島の病院用地を４７億円で買い取る補正予算を

市長が提案し、自民、公明、民主、みらい、福政が賛成。

日本共産党は反対を貫いてがんばりました。

　３万以上の署名を集めた患者家族の代表が市

議会で「こども病院を人工島に移転しないで。せ

めて住民投票で市民の意見を聞いて」と陳述し

ました。日本共産党は、住民投票を拒否する党派・

議員をきびしく批判しました。

　議員の調査権をフルに生かして、市の「検証・検討」

（2007年）に関する内部資料を入手し、「まともに検証

されていない、人工島移転先にありきだ」と議会内外で

追及、報道機関も疑惑を報じました。議長と各党派に徹

底調査を呼びかけました。 　疑惑の徹底解明と調査特別委員会の設置を求める

請願（６万5471人）が市議会に出されました。また

証拠文書を破棄した問題で市長が刑事告訴を受け、

人工島の病院用地購入は不当だとして市民206人に

よる住民監査請求、住民訴訟が提起されました。

2007年

2008年

市政をチェックし、
変える共産党議員に
期待します

石村善治さん

こども病院の人工島移転に
反対する連絡会代表、
福岡大学名誉教授

2009年

患者家族が反対署名８万超。
議会請願署名も９万提出

請願署名を市議会へ
届けました

市長と、自民、公明、民主などが
関連議案を強行可決

堂々の論戦で反対貫く
市長不信任案も

「住民投票」直接請求で臨時議会

「市民の声を聞け」と
署名の声を代弁

人工島先にありきの「検証偽装」発覚
「ゼネコンヒアリング」の疑惑深まる

独自調査で論戦リード
特別委員会設置を提案

2010年
署名の総計は30万を超す。
住民監査請求、住民訴訟へ

疑惑のまま強行許さず
新たな住民運動と共同

共産党市議団は移転問題のほかにも、こども病院を公立でなくす「独立行政法人化」や、
大企業のもうけづくりの「ＰＦＩ手法」など、新病院構想の問題点をただしてきました。

市民の声を市
議会へ

届けてきまし
た

市民の声を市
議会へ

届けてきまし
た
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